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(57)【要約】
【課題】電力の損失を低減できるとともに、小型化を達
成でき、しかも、放熱性能に優れた電動モータユニット
を提供する。
【解決手段】電動モータユニット３３は、第１コイルお
よび第２コイルを含む電動モータ１８と、第１コイル用
の第１パワー基板３１と、第２コイル用の第２パワー基
板３２と、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を取り囲むよ
うに配置された第１ハウジング２３と、を備える。各パ
ワー基板３１，３２は、軸方向Ｘ１から見たとき、互い
に離隔して配置されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１コイルおよび第２コイルを含む電動モータと、
　前記第１コイルに電力を供給するための第１パワー回路が形成された第１パワー基板と
、
　前記第２コイルに電力を供給するための第２パワー回路が形成され且つ前記第１パワー
基板と別部材を用いて形成された第２パワー基板と、
　前記電動モータの軸方向に関して前記第１および第２コイルに隣接し、且つ、前記電動
モータの中心軸線を取り囲むように配置され、前記第１および第２パワー基板を収容する
ハウジングと、を備え、
　前記第１および第２パワー基板は、前記中心軸線の軸方向から見たとき、互いに離隔し
て配置されていることを特徴とする電動モータユニット。
【請求項２】
　請求項１において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記中心軸線と交差する基準
直線を挟んで前記第１パワー基板および前記第２パワー基板が配置されていることを特徴
とする電動モータユニット。
【請求項３】
　請求項２において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記第１パワー基板の外郭部
と、前記第２パワー基板の外郭部とは、前記中心軸線を中心として点対称に配置にされて
いること、および前記基準直線を中心として線対称に配置されていることの少なくとも一
方の条件を満たしていることを特徴とする電動モータユニット。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか１項において、複数の導電部材を含み前記第１コイルと前記第１
パワー回路とを電気的に接続するための第１バスバーと、
　複数の導電部材を含み前記第２コイルと前記第２パワー回路とを電気的に接続するため
の第２バスバーと、をさらに備え、
　前記第１および第２バスバーは、それぞれ、前記ハウジング内において前記複数の導電
部材を互いに結合することで形成された第１および第２結合部を含むことを特徴とする電
動モータユニット。
【請求項５】
　請求項４において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記第１および第２パワー基
板が相対向する第１方向と交差する第２方向に沿って、前記第１および第２結合部が相対
向することを特徴とする電動モータユニット。
【請求項６】
　請求項４または５において、前記第１および第２結合部は、前記ハウジングに形成され
た開口部に露呈するように配置されていることを特徴とする電動モータユニット。
【請求項７】
　請求項６において、前記第１および第２パワー回路の駆動を制御する制御回路が形成さ
れ前記ハウジング内に配置された制御基板をさらに備え、
　前記制御基板は、前記第１結合部と前記第２結合部との間に配置されていることを特徴
とする電動モータユニット。
【請求項８】
　請求項６または７において、前記ハウジングは、前記第１および第２結合部を取り囲む
周壁を含み、前記開口部は、前記周壁の一部を切り欠くことにより形成されていることを
特徴とする電動モータユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動モータユニットに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　例えば、電動パワーステアリング装置に備えられる電動モータユニットは、ステータコ
イルを備えている。このコイルに電力が供給されると、電動モータのロータが回転する。
ロータの出力は、減速機構等を介してステアリングシャフトに伝達され、運転者の操舵を
補助する操舵補助力となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１８８１２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記コイルには、駆動回路基板からバスバーを介して電力が供給される。電動パワース
テアリング装置は、車室内やエンジンルーム内の狭いスペースに配置する必要があるので
、バスバーも可及的にコンパクトなレイアウトにする必要がある。
　しかしながら、十分な操舵トルクを発生するためには、コイルに大電流を流す必要があ
る。このため、バスバーも太くする必要があり、電動モータの周辺の構造を小型化し難い
。また、バスバーやコイルに大電流を流すため、電力の損失が大きくなってしまう。また
、駆動回路基板は、発熱要素としてのスイッチング素子を含んでいるので、電動モータユ
ニットに関して、高い放熱性能が求められている。
【０００５】
　本発明は、かかる背景のもとでなされたもので、電力の損失を低減できるとともに、小
型化を達成でき、しかも、放熱性能に優れた電動モータユニットを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明は、第１コイル（５４）および第２コイル（５５）を
含む電動モータ（１８）と、前記第１コイルに電力を供給するための第１パワー回路（７
５）が形成された第１パワー基板（３１）と、前記第２コイルに電力を供給するための第
２パワー回路（８０）が形成され且つ前記第１パワー基板と別部材を用いて形成された第
２パワー基板（３２）と、前記電動モータの軸方向（Ｘ１）に関して前記第１および第２
コイルに隣接し、且つ、前記電動モータの中心軸線（Ｌ１）を取り囲むように配置され、
前記第１および第２パワー基板を収容するハウジング（２３）と、を備え、前記第１およ
び第２パワー基板は、前記中心軸線の軸方向（Ｘ１）から見たとき、互いに離隔して配置
されていることを特徴とする電動モータユニット（３３）を提供する（請求項１）。
【０００７】
　本発明によれば、第１パワー回路からの電流は第１コイルに流し、第２パワー回路から
の電流は第２コイルに流すことにより、電動モータを駆動できる。これにより、各コイル
に流す電流を少なくできるので、各コイルでの電力損失を少なくできる。その結果、電動
モータ全体としての電力損失を少なくできる。しかも、第１および第２コイルの双方に同
時に電力を供給することも可能であるので、各コイルに流す電流が小さくても（電力損失
が小さくても）、電動モータの最大出力は十分に大きくできる。また、各コイルに流す電
流を小さくできるので、各パワー回路を小さくでき、且つ各コイルを細くできる。その結
果、電動モータユニットの小型化を実現できる。しかも、電動モータと同軸的に配置され
たハウジングに各パワー基板を収容している結果、電動モータの周辺の空間を有効活用で
きるので、電動モータユニットの更なる小型化を実現できる。また、電動モータの軸方向
から見たときに、各パワー基板を離隔して配置していることにより、各パワー基板からの
熱を、効率よくハウジング等の他の部材に伝達できる。これにより、電動モータユニット
の放熱性能をより高くできる。
【０００８】
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　また、本発明において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記中心軸線と交差する
基準直線（Ｌ２）を挟んで前記第１パワー基板および前記第２パワー基板が配置されてい
る場合がある（請求項２）。
　このような配置とすることにより、第１パワー基板と第２パワー基板とを軸方向に見た
ときに離隔配置することができる。
【０００９】
　また、本発明において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記第１パワー基板の外
郭部（３１ａ）と、前記第２パワー基板の外郭部（３２ａ）とは、前記中心軸線を中心と
して点対称に配置にされていること、および前記基準直線を中心として線対称に配置され
ていることの少なくとも一方の条件を満たしている場合がある（請求項３）。
　この場合、第１パワー基板の外郭部と、第２パワー基板の外郭部と、を点対称または線
対称に配置している。これにより、２つのパワー基板を、電動モータの中心軸線を取り囲
むように配置できる。したがって、２つのパワー基板が電動モータの径方向に突出する量
を少なくでき、電動モータユニットの更なる小型化を実現できる。また、各パワー基板を
板状の材料から打ち抜いて形成する場合に、一定の大きさの板材から打ち抜くことのでき
るパワー基板の数を、より多くできる。これにより、第１パワー基板および第２パワー基
板を１枚の材料から効率よく形成できる。
【００１０】
　また、本発明において、複数の導電部材（７１１Ｕ，７１１Ｖ，７１１Ｗ，７１２Ｕ，
７１２Ｖ，７１２Ｗ）を含み前記第１コイルと前記第１パワー回路とを電気的に接続する
ための第１バスバー（７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗ）と、複数の導電部材（７２３Ｕ，７２３
Ｖ，７２３Ｗ，７２４Ｕ，７２４Ｖ，７２４Ｗ）を含み前記第２コイルと前記第２パワー
回路とを電気的に接続するための第２バスバー（７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗ）と、をさらに
備え、前記第１および第２バスバーは、それぞれ、前記ハウジング内において前記複数の
導電部材を互いに結合することで形成された第１および第２結合部（７３Ｕ，７３Ｖ，７
３Ｗ，７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗ）を含む場合がある（請求項４）。
【００１１】
　この場合、別体に形成された複数の導電部材で第１バスバーを形成していることにより
、各導電部材の形状の自由度を高くできる。その結果、第１バスバーを、他の部品との接
触を避けつつ、ハウジング内にコンパクトに配置できる。これにより、電動モータユニッ
トの更なる小型化を実現できる。
　第１バスバーと同様に、別体に形成された複数の導電部材で第２バスバーを形成してい
ることにより、各導電部材の形状の自由度を高くできる。その結果、第２バスバーを、他
の部品との接触を避けつつ、ハウジング内にコンパクトに配置できる。これにより、電動
モータユニットの更なる小型化を実現できる。
【００１２】
　また、本発明において、前記中心軸線の軸方向から見たとき、前記第１および第２パワ
ー基板が相対向する第１方向（Ｄ１）と交差する第２方向（Ｄ２）に沿って、前記第１お
よび第２結合部が相対向する場合がある（請求項５）。
　この場合、第１パワー基板と、第２パワー基板と、第１結合部と、第２結合部と、を効
率よく配置できる。これにより、ハウジング内におけるデッドスペースを少なくできるの
で、電動モータユニットの更なる小型化を実現できる。
【００１３】
　また、本発明において、前記第１および第２結合部は、前記ハウジングに形成された開
口部（１０１，１０２，１０３）に露呈するように配置されている場合がある（請求項６
）。
　この場合、ハウジングの外部と第１結合部との間、およびハウジングの外部と第２結合
部との間は、それぞれ、ハウジング内の部品によって遮られていない。これにより、第１
バスバーの導電部材同士を結合する工具（例えば、溶接工具）を、開口部を通してハウジ
ング内に容易に挿入できる。これにより、電動モータユニットの組み立てにかかる手間を
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少なくできる。
【００１４】
　また、本発明において、前記第１および第２パワー回路の駆動を制御する制御回路（９
９）が形成され前記ハウジング内に配置された制御基板（３５）をさらに備え、前記制御
基板は、前記第１結合部と前記第２結合部との間に配置されている場合がある（請求項７
）。
　この場合、制御基板の外側に第１結合部および第２結合部が配置されている。したがっ
て、第１バスバーの導電部材同士を接合させて第１結合部を形成する作業や、第２バスバ
ーの導電部材同士を接合させて第２結合部を形成する作業を行い易い。
【００１５】
　また、本発明において、前記ハウジングは、前記第１および第２結合部を取り囲む周壁
（４２）を含み、前記開口部（１０２，１０３）は、前記周壁の一部を切り欠くことによ
り形成されている場合がある（請求項８）。
　この場合、周壁の開口部から工具をハウジング内に挿入することにより、各結合部の形
成作業を容易に行うことができる。
【００１６】
　なお、上記において、括弧内の数字等は、後述する実施形態における対応構成要素の参
照符号を表すものであるが、これらの参照符号により特許請求の範囲を限定する趣旨では
ない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る車両用操舵装置としての電動パワーステアリング装置
の概略構成を示す模式図である。
【図２】電動パワーステアリング装置の主要部の一部を破断して示した側面図である。
【図３】電動モータユニットの主要部を分解した斜視図であり、第１ハウジングと、モー
タハウジング本体とが分離された状態を示している。
【図４】電動モータユニットの主要部を分解した斜視図であり、第１ハウジングと、モー
タハウジング本体とが結合された状態を示している。
【図５】ステータの主要部を軸方向と直交する方向に切断した断面図である。
【図６】ＥＣＵの一部を軸方向から見たときの模式的な平面図である。
【図７】（Ａ）は、電動モータユニットの製造に関する要点を説明するための模式的な一
部断面図であり、（Ｂ）は、溶接作業を説明するための平面図である。
【図８】本発明の別の実施形態の主要部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下には、図面を参照して、本発明の実施形態について具体的に説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る車両用操舵装置としての電動パワーステアリング装
置１の概略構成を示す模式図である。
　図１を参照して、電動パワーステアリング装置１は、操舵部材としてのステアリングホ
イール２と、ステアリングホイール２の回転に連動して転舵輪３を転舵する転舵機構４と
、運転者の操舵を補助するための操舵補助機構５とを備えている。ステアリングホイール
２と転舵機構４とは、ステアリングシャフト６および中間軸７を介して機械的に連結され
ている。
【００１９】
　本実施形態では、操舵補助機構５がステアリングシャフト６にアシスト力（操舵補助力
）を与える例に則して説明する。しかしながら、本発明を、操舵補助機構５が後述するピ
ニオン軸にアシスト力を与える構造や、操舵補助機構５が後述するラック軸にアシスト力
を与える構造に適用することも可能である。
　ステアリングシャフト６は、ステアリングホイール２に連結された入力軸８と、中間軸
７に連結された出力軸９とを含む。入力軸８と出力軸９とは、トーションバー１０を介し



(6) JP 2012-161112 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

て同一軸線上で相対回転可能に連結されている。
【００２０】
　ステアリングシャフト６の周囲に配置されたトルクセンサ１１は、入力軸８および出力
軸９の相対回転変位量に基づいて、ステアリングホイール２に入力された操舵トルクを検
出する。トルクセンサ１１のトルク検出結果は、制御装置としてのＥＣＵ（Electronic C
ontrol Unit：電子制御ユニット）１２に入力される。また、車速センサ３０からの車速
検出結果が、ＥＣＵ１２に入力される。中間軸７は、ステアリングシャフト６と転舵機構
４とを連結している。
【００２１】
　転舵機構４は、ピニオン軸１３と、転舵軸としてのラック軸１４とを含むラックアンド
ピニオン機構と、を含む。ラック軸１４の各端部には、タイロッド１５およびナックルア
ーム（図示せず）を介して転舵輪３が連結されている。
　ピニオン軸１３は、中間軸７に連結されている。ピニオン軸１３は、ステアリングホイ
ール２の操舵に連動して回転するようになっている。ピニオン軸１３の先端（図１では下
端）には、ピニオン１６が設けられている。
【００２２】
　ラック軸１４は、自動車の左右方向に沿って直線状に延びている。ラック軸１４の軸方
向の途中部には、上記ピニオン１６に噛み合うラック１７が形成されている。このピニオ
ン１６およびラック１７によって、ピニオン軸１３の回転がラック軸１４の軸方向移動に
変換される。ラック軸１４を軸方向に移動させることで、転舵輪３を転舵することができ
る。
【００２３】
　ステアリングホイール２が操舵（回転）されると、この回転が、ステアリングシャフト
６および中間軸７を介して、ピニオン軸１３に伝達される。そして、ピニオン軸１３の回
転は、ピニオン１６およびラック１７によって、ラック軸１４の軸方向移動に変換される
。これにより、転舵輪３が転舵される。
　操舵補助機構５は、操舵補助用の電動モータ１８と、電動モータ１８の出力トルクを転
舵機構４に伝達するための伝達機構としての減速機構１９とを含む。減速機構１９は、駆
動ギヤとしてのウォーム軸２０と、このウォーム軸２０と噛み合う従動ギヤとしてのウォ
ームホイール２１とを含む。減速機構１９は、ギヤハウジング２２内に収容されている。
【００２４】
　ウォーム軸２０は、図示しない継手を介して電動モータ１８の回転軸（図示せず）に連
結されている。ウォーム軸２０は、電動モータ１８によって回転駆動される。また、ウォ
ームホイール２１は、ステアリングシャフト６に一体回転可能に連結されている。
　電動モータ１８がウォーム軸２０を回転駆動すると、ウォーム軸２０によってウォーム
ホイール２１が回転駆動される。これにより、ウォームホイール２１およびステアリング
シャフト６は、一体回転する。そして、ステアリングシャフト６の回転は、中間軸７を介
してピニオン軸１３に伝達される。ピニオン軸１３の回転は、ラック軸１４の軸方向移動
に変換される。これにより、転舵輪３が転舵される。すなわち、電動モータ１８によって
ウォーム軸２０を回転駆動することで、転舵輪３が転舵されるようになっている。
【００２５】
　電動モータ１８は、ＥＣＵ１２によって制御される。ＥＣＵ１２は、トルクセンサ１１
からのトルク検出結果、車速センサ３０からの車速検出結果等に基づいて電動モータ１８
を制御する。具体的には、ＥＣＵ１２では、トルクと目標アシスト量との関係を車速毎に
記憶したマップを用いて目標アシスト量を決定し、電動モータ１８の発生するアシスト力
を目標アシスト量に近づけるように制御する。
【００２６】
　図２は、電動パワーステアリング装置１の主要部の一部を破断して示した側面図である
。図３は、電動パワーステアリング装置１の電動モータユニット３３の主要部を分解した
斜視図であり、第１ハウジング２３と、モータハウジング本体２７とが分離された状態を
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示している。図４は、電動モータユニット３３の主要部を分解した斜視図である。図４で
は、第１ハウジング２３と、モータハウジング本体２７とが結合された状態が示され、且
つ、サブアセンブリ９８が第１ハウジング２３から離隔した状態が示されている。
【００２７】
　図２を参照して、ＥＣＵ１２と、電動モータ１８とによって、電動モータユニット３３
が形成されている。ＥＣＵ１２は、ＥＣＵハウジングとしての第１ハウジング２３と、第
１パワー基板３１および第２パワー基板３２と、モジュール３４と、制御基板３５と、回
転位置センサ３６と、を含んでいる。第１ハウジング２３は、第１パワー基板３１と、第
２パワー基板３２と、モジュール３４と、制御基板３５と、回転位置センサ３６と、を収
容し、且つ保持している。
【００２８】
　第１ハウジング２３は、第２ハウジング２４に接触している。第２ハウジング２４は、
第２ハウジング２４を塞ぐ蓋として設けられている。
　第１ハウジング２３および第２ハウジング２４は、それぞれ、一端が開放した概ね円筒
状に形成されている。第１および第２ハウジング２３，２４の互いの端部は、突き合わさ
れ、且つ固定ねじ２５により互いに締結されている。
【００２９】
　電動モータ１８は、モータハウジング２６と、回転軸４０と、ロータ５１と、ステータ
５２と、を含んでいる。モータハウジング２６は、筒状のモータハウジング本体２７と、
上記の第１ハウジング２３とにより構成されている。モータハウジング本体２７は、第１
ハウジング２３に、図示しないねじ部材を用いて固定されている。
　また、ギヤハウジング２２は、ウォーム軸２０が収容された筒状の駆動ギヤ収容ハウジ
ング２８と、ウォームホイール２１が収容された筒状の従動ギヤ収容ハウジング２９と、
上記の第２ハウジング２４とにより構成されている。
【００３０】
　図４を参照して、第１ハウジング２３は、電動モータ１８の回転軸４０の中心軸線Ｌ１
（以下、単に中心軸線Ｌ１ともいう。）を取り囲むように配置されている。第１ハウジン
グ２３は、底壁４１と、周壁４２と、を含んでいる。底壁４１は、回転軸４０の軸方向Ｘ
１（以下、単に軸方向Ｘ１ともいう。）と直交するように配置されている。底壁４１は、
ヒートシンクとしての機能を有しており、底壁４１に接触する各パワー基板３１，３２か
らの熱を、第１ハウジング２４の外部に効率的に排出可能である。底壁４１のうち、第１
ハウジング２３の内側を向く底面４１ａは、平坦に形成されている。なお、この底壁４１
の一部の厚みを他の部分よりも増すことにより、底壁４１の放熱性能を向上させてもよい
。
【００３１】
　底壁４１の中央には、電動モータ１８のための回転軸挿通孔４１ｂが形成されている。
また、底壁４１には、第１バスバー挿通孔４１ｃと、第２バスバー挿通孔４１ｄとが形成
されている。
　周壁４２は、底壁４１の外周部から軸方向Ｘ１の一方Ｘ１１側（第２ハウジング２４側
）に向けて延びており、ＥＣＵ室３７を取り囲む環状に形成されている。本実施形態にお
いて、周壁４２は、円環状に形成されている。周壁４２と底壁４１とによって、ＥＣＵ室
３７が形成されている。
【００３２】
　図２を参照して、電動モータ１８の回転軸４０は、モータハウジング本体２７の内部を
挿通し、且つ、第１ハウジング２３内を挿通している。回転軸４０は、回転軸挿通孔４１
ｂを通って、第１ハウジング２３内に延びている。第１ハウジング２３は、後述する第１
および第２コイル５４，５５と軸方向Ｘ１に隣接している。回転軸４０およびウォーム軸
２０は、同軸上に並べて配置されており、両者は、継手３９を介して同軸的に動力伝達可
能に連結されている。
【００３３】
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　ウォーム軸２０は、第１軸受４６および第２軸受４７を介して、駆動ギヤ収容ハウジン
グ２８に両端支持されている。回転軸４０は、第１ハウジング２３の底壁４１に保持され
た第３軸受４８と、モータハウジング本体２７に保持された第４軸受４９とによって、回
転可能に支持されている。
　本実施形態では、電動モータ１８としてブラシレスモータが用いられている。モータハ
ウジング２６内には、ロータ５１およびステータ５２が収容されている。ロータ５１は、
回転軸４０と一体回転可能に連結されている。ロータ５１は、ステータ５２に取り囲まれ
ている。
【００３４】
　ステータ５２は、モータハウジング本体２７の内周に固定されている。ステータ５２は
、ステータコア５３と、第１コイル５４と、第２コイル５５とを含む。
　ステータコア５３は、環状のヨーク５０と、このヨーク５０の内周から径方向内方へ突
出する複数のティース５３と、を含む。ヨーク５０は、モータハウジング本体２７の内周
面に焼き嵌め等によって固定されている。図５は、ステータ５２の主要部を軸方向Ｘ１と
直交する方向に切断した断面図である。図５を参照して、ティース５３は、周方向Ｃ１に
等間隔に複数配置されている。
【００３５】
　第１コイル５４および第２コイル５５は、互いに別部材を用いて形成されており、独立
して制御される。第１および第２コイル５４，５５は、それぞれ、ティース５３に巻回さ
れている。軸方向Ｘ１から見たとき、第１コイル５４の全体と、第２コイル５５の全体と
は、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を中心として点対称に配置されている。
　また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１コイル５４の全体と、第２コイル５５の全体とは
、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を通る基準直線Ｌ２を中心として、線対称に配置されて
いる。具体的には、例えば、軸方向Ｘ１から見たとき、基準直線Ｌ２の一方側（図５の上
側）には、第１コイル５４が配置されており、基準直線Ｌ２の他方側（図５の下側）には
、第２コイル５５が配置されている。上記の構成により、第１コイル５４の配線の長さお
よび太さと、第２コイル５５の配線の配線および太さとを、可及的に等しくできる。
【００３６】
　これにより、第１コイル５４におけるインピーダンスと、第２コイル５５におけるイン
ピーダンスとが実質的に揃えられている。なお、第１コイル５４および第２コイル５５の
配置は、一例であり、上記の態様に限定されない。
　第１コイル５４は、Ｕ相コイル、Ｖ相コイル、およびＷ相コイルを含む。また、第２コ
イル５５は、Ｕ相コイル、Ｖ相コイル、およびＷ相コイルを含む。
【００３７】
　図２を参照して、第１コイル５４は、第１パワー基板３１から電力が供給されるように
構成されている。第１コイル５４と第１パワー基板３１とは、第１モータバスバーユニッ
ト５６と、第１バスバー７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗと、を介して、電気的に接続されている
。
　また、第２コイル５５は、第２パワー基板３２から電力が供給されるように構成されて
いる。第２コイル５５と第２パワー基板３２とは、第２モータバスバーユニット５８と、
第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗと、を介して、電気的に接続されている。
【００３８】
　第１および第２モータバスバーユニット５６，５８は、それぞれ、モータハウジング本
体２７と第１ハウジング２３とにより区画されるモータ室３８内に収容されている。
　第１モータバスバーユニット５６は、第１コイル５４に結合されている。第２モータバ
スバーユニット５８は、第２コイル５５に結合されている。
　第１および第２モータバスバーユニット５６，５８は、合成樹脂製の環状の保持部材６
３に保持されている。保持部材６３は、第１および第２コイル５４，５５等に保持されて
いる。
【００３９】



(9) JP 2012-161112 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

　図６は、ＥＣＵ１２の一部を軸方向Ｘ１から見たときの模式的な平面図である。図６で
は、制御基板３５が取り外された状態が示されている。図２および図６を参照して、第１
バスバー７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗは、第１コイル５４と、第１パワー基板３１に形成され
た第１パワー回路７５と、を電気的に接続するために設けられている。
　なお、第１バスバー７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗの構成は、同様であるので、以下では、主
に第１バスバー７１Ｕについて説明する。
【００４０】
　第１バスバー７１Ｕは、銅線等の導電線（導電部材）を複数結合させることにより形成
されている。
　第１バスバー７１Ｕは、複数の導電部材としての第１および第２導電部材７１１Ｕ，７
１２Ｕを含んでいる。第１導電部材７１１Ｕは、第１モータバスバーユニット５６に、溶
接等によって導通可能に結合されている。図４および図６を参照して、第１導電部材７１
１Ｕは、底壁４１のバスバー挿通孔４１ｃを挿通している。第１導電部材７１１Ｕの一端
部７１１ｂＵは、ＥＣＵ室３７内において軸方向Ｘ１と平行に延びており、周壁４２に隣
接している。すなわち、第１導電部材７１１Ｕの一端部７１１ｂＵは、電動モータ１８の
径方向Ｒ１（以下、単に径方向Ｒ１ともいう。）に関して、ＥＣＵ室３７の外端部に配置
されている。
【００４１】
　図６を参照して、第２導電部材７１２Ｕは、ＥＣＵ室３７内に配置されており、モジュ
ール３４の一部を構成している。第２導電部材７１２Ｕの一端部７１２ｂＵは、軸方向Ｘ
１と平行に延びており、第１導電部材７１１Ｕの一端部７１１ｂＵに隣接している。これ
らの一端部７１１ｂＵ，７１２ｂＵは、溶接等により、導通可能に結合されており、第１
結合部７３Ｕを構成している。第２導電部材７１２Ｕの他端部は、第１パワー基板３１の
近傍に配置されており、第１パワー基板３１に形成された第１パワー回路７５に、第１ボ
ンディングワイヤ６４を介して電気的に接続されている。
【００４２】
　第１バスバー７１Ｕと同様に、第１バスバー７１Ｖは、第１および第２導電部材７１１
Ｖ，７１２Ｖを含んでいる。第１導電部材７１１Ｖの一端部７１１ｂＶと、第２導電部材
７１２Ｖの一端部７１２ｂＶとは、溶接等によって導通可能に結合されている。これらの
一端部７１１ｂＶ，７１２ｂＶによって、第１結合部７３Ｖが形成されている。第２導電
部材７１２Ｖの他端部は、第１ボンディングワイヤ６４を介して第１パワー回路７５に電
気的に接続されている。
【００４３】
　また、第１バスバー７１Ｕと同様に、第１バスバー７１Ｗは、第１および第２導電部材
７１１Ｗ，７１２Ｗを含んでいる。第１導電部材７１１Ｗの一端部７１１ｂＷは、第２導
電部材７１２Ｗの一端部７１２ｂＷに溶接等によって導通可能に結合されている。これら
の一端部７１１ｂＷ，７１２ｂＷによって、第１結合部７３Ｗが形成されている。第２導
電部材７１２Ｗの他端部は、第１ボンディングワイヤ６４を介して第１パワー回路７５に
電気的に接続されている。
【００４４】
　図２および図６を参照して、第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗは、第２コイル５５
と、第２パワー基板３２に形成された第２パワー回路８０と、を電気的に接続するために
設けられている。なお、第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗの構成は、同様であるので
、以下では、主に第２バスバー７２Ｕについて説明する。
　第２バスバー７２Ｕは、第１バスバー７１Ｕと同様に、銅線等の導電線（導電部材）を
複数結合させることにより形成されている。
【００４５】
　第２バスバー７２Ｕは、複数の導電部材としての第３および第４導電部材７２３Ｕ，７
２４Ｕを含んでいる。第３導電部材７２３Ｕは、第２バスバーユニット５８に、溶接等に
よって導通可能に結合されている。図４および図６を参照して、第３導電部材７２３Ｕは
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、底壁４１のバスバー挿通孔４１ｄを挿通している。第３導電部材７２３Ｕの一端部７２
３ｂＵは、ＥＣＵ室３７内において、軸方向Ｘ１と平行に延びており、周壁４２に隣接し
ている。すなわち、第３導電部材７２３Ｕの一端部７２３ｂＵは、径方向Ｒ１に関して、
ＥＣＵ室３７の外端部に配置されている。
【００４６】
　図６を参照して、第４導電部材７２４Ｕは、ＥＣＵ室３７内に配置されており、モジュ
ール３４の一部を構成している。第４導電部材７２４Ｕの一端部７２４ｂＵは、軸方向Ｘ
１と平行に延びており、第３導電部材７２３Ｕの一端部７２３ｂＵに隣接している。これ
らの一端部７２３ｂＵ，７２４ｂＵは、溶接等により、導通可能に結合されており、第２
結合部７４Ｕを構成している。第４導電部材７２４Ｕの他端部は、第２パワー基板３２の
近傍に配置されており、第２パワー基板３２に形成された第２パワー回路８０に、第２ボ
ンディングワイヤ６５を介して電気的に接続されている。
【００４７】
　第２バスバー７２Ｕと同様に、第２バスバー７２Ｖは、第３および第４導電部材７２３
Ｖ，７２４Ｖを含んでいる。第３導電部材７２３Ｖの一端部７２３ｂＶと、第４導電部材
７２４Ｖの一端部７２４ｂＶとは、溶接等によって導通可能に結合されている。これらの
一端部７２３ｂＶ，７２４ｂＶによって、第２結合部７４Ｖが形成されている。第４導電
部材７２４の他端部は、第２ボンディングワイヤ６５を介して第２パワー回路８０に電気
的に接続されている。
【００４８】
　また、第２バスバー７２Ｕと同様に、第２バスバー７２Ｗは、第３および第４導電部材
７２３Ｗ，７２４Ｗを含んでいる。第３導電部材７２３Ｗの一端部７２３ｂＷは、第４導
電部材７２４Ｗの一端部７２４ｂＷに溶接等によって導通可能に結合されている。これら
の一端部７２４ｂＷ，７２４ｂＷによって、第２結合部７４Ｗが形成されている。第４導
電部材７２４Ｗの他端部は、第２ボンディングワイヤ６５を介して第２パワー回路８０に
電気的に接続されている。
【００４９】
　第１バスバー７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗと、第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗとは、
軸方向Ｘ１から見たとき、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１（中心点）を中心として点対称
に配置されている。
　また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと、第２結合部７
４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗとは、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を中心として点対称に配置さ
れている。
【００５０】
　ここで、軸方向Ｘ１から見たとき、第１パワー基板３１と第２パワー基板３２とが相対
向する方向を第１方向Ｄ１と規定する。また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１結合部７３
Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗとが相対向する方向を第２方
向Ｄ２と規定する。
　軸方向Ｘ１から見たとき、第１方向Ｄ１と、第２方向Ｄ２とは、交差（直交）している
。第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと、第１パワー基板３１と、第２結合部７４Ｕ，７
４Ｖ，７４Ｗと、第２パワー基板３２は、周方向Ｃ１に並んで配置されている。
【００５１】
　図２および図６を参照して、第１パワー基板３１は、第１ハウジング２３の底壁４１上
に配置されており、この底壁４１に接触している。本実施形態において、第１パワー基板
３１は、絶縁層と導電層とが交互に積層された多層回路基板である。なお、第１パワー基
板３１は、１つの絶縁層を有する単層回路基板であってもよい。
　軸方向Ｘ１から見たとき、第１パワー基板３１は、湾曲状に形成されている。より具体
的には、第１パワー基板３１は、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を中心とする環状板の一
部を切り取った形状（本実施形態では、円弧状）に形成されている。軸方向Ｘ１から見た
とき、第１パワー基板３１の外郭部３１ａは、内径部３１ｂと、外径部３１ｃと、一端部
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３１ｄと、他端部３１ｅと、を含んでいる。軸方向Ｘ１から見たとき、内径部３１ｂおよ
び外径部３１ｃは、それぞれ、円弧形形状である。より具体的には、軸方向Ｘ１から見た
とき、内径部３１ｂおよび外径部３１ｃは、それぞれ、劣弧となっている。本実施形態に
おいて、内径部３１ｂおよび外径部３１ｃが設けられている範囲は、中心軸線Ｌ１回りに
４５°程度となっている。一端部３１ｄおよび他端部３１ｅは、それぞれ、径方向Ｒ１に
沿って延びている。
【００５２】
　第１パワー基板３１には、第１パワー回路７５が形成されている。第１パワー回路７５
は、第１コイル５４に電力を供給するために設けられている。第１パワー回路７５は、ス
イッチング素子としての第１ＦＥＴ７６を６つ備えている。第１ＦＥＴ７６は、第１パワ
ー基板３１に実装されている。第１パワー回路７５は、第１ＦＥＴ７６を用いたブリッジ
回路や、電流検出回路を含んでいる。第１パワー回路７５は、第１端子７７Ｕ，７７Ｖ，
７７Ｗと、電源端子７８，７９と、を含んでいる、これら５つの端子７７Ｕ，７７Ｖ，７
７Ｗ，７８，７９は、第１パワー基板３１の外郭部３１ａに隣接して配置されている。第
１端子７７Ｕ，７７Ｖ，７７Ｗには、それぞれ、第１ボンディングワイヤ６４が接合され
ている。
【００５３】
　第２パワー基板３２は、第１ハウジング２３の底壁４１上に配置されており、この底壁
４１に接触している。第２パワー基板３２は、第１パワー基板３１とは別部材を用いて形
成されている。本実施形態において、第２パワー基板３２は、第１パワー基板３１と同様
の回路基板（例えば、多層回路基板）である。軸方向Ｘ１から見たとき、基準直線Ｌ２を
挟んで前記第１パワー基板３１および前記第２パワー基板３２が並んでおり、互いに離隔
している。軸方向Ｘ１から見たとき、基準軸線Ｌ２は、中心軸線Ｌ１と交差する直線であ
り、第２方向Ｄ２に沿って延びている。
【００５４】
　軸方向Ｘ１から見たとき、第２パワー基板３２と、第１パワー基板３１とは、中心軸線
Ｌ１を中心として、点対称に配置とされている、また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１パ
ワー基板３１の外郭部３１ａと、第２パワー基板３２の外郭部３２ａとは、中心軸線Ｌ１
を中心として点対称に配置され、且つ、基準直線Ｌ２を中心として、線対称に配置されて
いる。第１パワー基板３１と第２パワー基板３２とは中心軸線Ｌ１を挟んで相対向してい
る。
【００５５】
　第２パワー基板３２には、第２パワー回路８０が形成されている。第２パワー回路８０
は、第２コイル５５に電力を供給するために設けられている。第２パワー回路８０は、第
１パワー回路７５とは独立して動作可能に構成されている。これにより、第１コイル５４
と第２コイル５５とに独立して電力を供給することが可能であり、且つ第１コイル５４へ
の電力供給と第２コイル５５への電力供給とを連動させることが可能とされている。
【００５６】
　軸方向Ｘ１から見たとき、第１パワー回路７５と第２パワー回路８０とは、中心軸線Ｌ
１を中心として、点対称に配置されている。上記のように、第１および第２パワー基板３
１，３２を点対称に配置し、且つ第１および第２パワー回路７５，８０を点対称に配置し
ている。
　すなわち、第１パワー基板３１および第１パワー回路７５は、それぞれ、第２パワー基
板３２および第２パワー回路８０と同一の構成を有しており、部品の共通化が実現されて
いる。第２パワー回路８０は、スイッチング素子としての第２ＦＥＴ８１を６つ備えてい
る。第２パワー回路８０は、第２ＦＥＴ８１を用いたブリッジ回路や、電流検出回路を含
んでいる。第２パワー回路８０は、第２端子８２Ｕ，８２Ｖ，８２Ｗと、電源端子８３，
８４と、を含んでいる。各第２端子８２Ｕ，８２Ｖ，８２Ｗには、それぞれ、第２ボンデ
ィングワイヤ６５が結合されている。
【００５７】
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　モジュール３４は、車両のバッテリ（図示せず）からの電力を各パワー回路７５，８０
に伝達するために設けられている。また、モジュール３４は、第１および第２パワー回路
７５，８０からの電力を、それぞれ、第１および第２コイル５４，５５に伝達するために
設けられている。
　モジュール３４は、種々の電気素子を樹脂によって一括して保持する構造を有している
。これにより、複数の電気素子を一括して第１ハウジング２３に組み付けることができる
ので、第１ハウジング２３内への各電気素子の組み付けにかかる手間を少なくできる。
【００５８】
　モジュール３４は、樹脂部材８５と、第２導電部材７１２Ｕ，７１２Ｖ，７１２Ｗと、
第４導電部材７２４Ｕ，７２４Ｖ，７２４Ｗと、電源バスバー８６，８７と、コンデンサ
８８，８９と、コイル９０と、リレー９１と、を含んでいる。
　樹脂部材８５は、合成樹脂製の絶縁性の部材である。樹脂部材８５は、第１ハウジング
２３の底壁４１上に配置されている。樹脂部材８５は、底壁４１に、図示しないねじ部材
や、爪部材等を用いて固定されている。
【００５９】
　樹脂部材８５は、底壁４１に受けられたベース９２と、ベース９２から突出する複数の
突出部９３と、を含んでいる。ベース９２の中心に形成された挿通孔９２ｃには、電動モ
ータ１８の回転軸４０が挿通されている。また、ベース９２には、第１枠部９２ａおよび
第２枠部９２ｂが形成さている。第１および第２枠部９２ａ，９２ｂは、それぞれ、ベー
ス９２を軸方向Ｘ１に貫通することにより形成されている。軸方向Ｘ１から見たとき、第
１および第２枠部９２ａ，９２ｂの内周面の形状は、それぞれ、第１パワー基板３１の外
郭部３１ａおよび第２パワー基板３２の外郭部３２ａの形状に合致している。第１および
第２枠部９２ａ，９２ｂには、それぞれ、第１および第２パワー基板３２が嵌め込まれて
おり、これらのパワー基板３１，３２が、図示しないねじ部材や爪部材によって固定され
ている。
【００６０】
　突出部９３は、制御基板３５を保持するために設けられており、周方向Ｃ１に離隔して
複数（例えば、４個）配置されている。図４および図６を参照して、各突出部９３の内側
面には、それぞれ、第１凹部９４が形成されている。各第１凹部９４は、制御基板３５の
外形形状に対応して形成されている。
　樹脂部材８５には、２つの第２凹部９５，９５が形成されている。第２凹部９５，９５
は、第２方向Ｄ２に関するベース９２の両端部に形成されている。各第２凹部９５，９５
は、ベース９２を径方向Ｒ１の内方に窪ませた形状とされている。第２凹部９５，９５に
は、それぞれ、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗおよび第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７
４Ｗが配置されている。
【００６１】
　ベース９２は、各第２導電部材７１２Ｕ，７１２Ｖ，７１２Ｗの大部分、および各第４
導電部材７２４Ｕ，７２４Ｖ，７２４Ｗの大部分を埋設し、且つ保持している。
　図６を参照して、電源バスバー８６，８７は、金属板をプレス成形して形成されている
。各電源バスバー８６，８７の第１端部８６ａ，８７ａは、ベース９２の外周面側に露呈
している。これらの第１端部８６ａ，８７ａは、図示しないバッテリの正極および負極に
電気的に接続されるように構成されている。
【００６２】
　各電源バスバー８６，８７の中間部は、樹脂部材８５に埋設されている。これにより、
各電源バスバー８６，８７は、樹脂部材８５に保持されている。また、各電源バスバー８
６，８７の中間部は、対応するコンデンサ８８，８９、コイル９０およびリレー９１に電
気的に接続されている。これにより、各パワー回路７５，８０の電流のリップルが抑制可
能とされ、かつ、フェール時において各パワー回路７５，８０の電流を遮断可能とされて
いる。電源バスバー８６は、途中で２つに分岐されており、第２端部８６ｂおよび第３端
部８６ｃを含んでいる。電源バスバー８７は、途中で２つに分岐されており、第２端部８
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７ｂおよび第３端部８７ｃを含んでいる。電源バスバー８６の第２端部８６ｂと電源バス
バー８７の第２端部８７ｂは、それぞれ、第３ボンディングワイヤ６６を介して、第１パ
ワー回路７５の電源端子７８，７９に電気的に接続されている。電源バスバー８６の第３
端部８６ｃと電源バスバー８７の第３端部８７ｃは、それぞれ、第４ボンディングワイヤ
６７を介して、第２パワー回路８０の電源端子８３，８４に電気的に接続されている。
【００６３】
　図２および図６を参照して、上記の構成により、車両のバッテリからの電流は、電源バ
スバー８６、８７、第１パワー回路７５、第１バスバー７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗ、および
第１モータバスバーユニット５６を介して第１コイル５４に流れる。
　同様に、車両のバッテリからの電流は、電源バスバー８６，８７、第２パワー回路８０
、第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗ、および第２モータバスバーユニット５８を介し
て第２コイル５５に流れる。
【００６４】
　制御基板３５は、図３および図４に示すように、各パワー基板３１，３２に対して、軸
方向Ｘ１に離隔して配置されている。制御基板３５は、パワー基板３１と同様の回路基板
（例えば、多層回路基板）を用いて形成されている。制御基板３５は、第１方向Ｄ１に延
びる矩形の第１部分３５ａと、第１部分３５ａから第２方向Ｄ２に突出する第２部分３５
ｂと、を含んでいる。第１部分３５ａには、２つのねじ挿通孔３５ｄが形成されている。
これらのねじ挿通孔３５ｄを挿通するねじ部材９７が、ベース９２に固定されることによ
り、制御基板３５は、ベース９２に固定されている。
【００６５】
　モジュール３４の樹脂部材８５には、各パワー基板３１，３２に加え、制御基板３５が
固定されている。これにより、モジュール３４、各パワー基板３１，３２および制御基板
３５が互いに組み付けられてなるサブアセンブリ９８が形成されている。サブアセンブリ
９８を一括して第１ハウジング２３に組み付けることができるので、電動モータユニット
３３の組み付けの手間を格段に低減できる。
【００６６】
　第１方向Ｄ１に関する第１部分３５ａの両端部は、第１ハウジング２３に形成された一
対の保持凹部２３ａに嵌め込まれている。
　第２部分３５ｂは、第２方向Ｄ２に関する第１部分３５ａの両端部から第２方向Ｄ２に
沿って突出している。各第２部分３５ｂは、樹脂部材８５の対応する突出部９３の第１凹
部９４に受けられている。
【００６７】
　制御基板３５には、制御回路９９が形成されている。制御回路９９は、第１パワー回路
７５および第２パワー回路８０の駆動をそれぞれ制御するために設けられている。制御回
路９２は、各パワー回路７５，８０を制御するドライバと、このドライバを制御するＣＰ
Ｕとを含む。制御基板３５は、トルクセンサ１１（図１参照）等からの制御信号が入力さ
れるように構成されている。制御回路９９と各パワー回路７５，８０とは、軸方向Ｘ１と
平行に延びる接続線１００を介して電気的に接続されている。制御基板３５は、第２方向
Ｄ２に関して、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４
Ｗとの間に配置されている。
【００６８】
　図４および図６を参照して、第１および結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗ，７４Ｕ，７４
Ｖ，７４Ｗは、軸方向Ｘ１から見たときに、第１ハウジング２３の第１開口部１０１に露
呈している。第１開口部１０１は、軸方向Ｘ１の一方Ｘ１１側（図４において上側）を向
いている。
　また、周壁４２の一部を切り欠くことにより、第２開口部１０２および第３開口部１０
３が形成されている。第２開口部１０２は、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと、第２
方向Ｄ２（径方向Ｒ１）に隣接して配置されている。第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗ
は、第２開口部１０２から第１ハウジング２３の外側に露呈している。第２開口部１０２
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には、この第２開口部１０２を塞ぐ蓋１０４が取り付けられている。
【００６９】
　第３開口部１０３は、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗと第２方向Ｄ２（径方向Ｒ１
）に隣接して配置されている。第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗは、第３開口部１０３
から第１ハウジング２３の外側に露呈している。第３開口部１０３には、この第３開口部
１０３を塞ぐ蓋１０５が取り付けられている。第３開口部１０３と、第２開口部１０２と
は、第２方向Ｄ２に相対向している。
【００７０】
　上記の構成により、蓋１０４を取り外した状態のとき、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７
３Ｗの溶接用の工具を、第２開口部１０２からＥＣＵ室３７内に挿入可能である。同様に
、蓋１０５を取り外した状態のとき、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗの溶接用の工具
を、第３開口部１０３からＥＣＵ室３７内に挿入可能である。
　次に、電動モータユニット３３の組み立ての主要点について説明する。
【００７１】
　図７（Ａ）に示すように、矩形状のプリント配線基板材料からなる材料１１０をパンチ
１１１でプレス加工する。これにより、第１パワー基板３１および第２パワー基板３２を
形成する。なお、図７（Ａ）において、パワー基板３１，３２は、材料１１０から打ち抜
かれた状態を示している。このとき、パワー基板３１，３２は、１８０°未満の円弧状に
形成される結果、１枚の材料１１０から取り出すことのできるパワー基板の数が、多くさ
れている。次に、各パワー基板３１，３２のそれぞれにＦＥＴ７６，８１（図示せず）等
を実装することにより、パワー回路７５，８０を形成する。
【００７２】
　次に、図４に示すように、モジュール３４と、パワー基板３１，３２と、制御基板３５
と、を用意する。そして、モジュール３４の樹脂部材８５にパワー基板３１，３２をそれ
ぞれ組み付け、且つ、制御基板３５を樹脂部材８５に固定することにより、サブアセンブ
リ９８を組み立てる。第１および第２パワー回路７５，８０と、制御回路９９とは、接続
線１００を介して電気的に接続されている。次いで、検査装置（図示せず）を用いて、パ
ワー回路７５，８０と、制御回路９９との間の導通試験を行う。
【００７３】
　次に、第１導電部材７１１Ｕ，７１１Ｖ，７１１Ｗの一端部７１１ｂＵ，７１１ｂＶ，
７１１ｂＷ、および第３導電部材７２３Ｕ，７２３Ｖ，７２３Ｗの一端部７２３ｂＵ，７
２３ｂＶ，７２３ｂＷが挿通された状態の第１ハウジング２３内に、導通試験に合格した
サブアセンブリ９８を収容する。
　これにより、図７（Ｂ）に示すように、第１開口部１０２の近傍において、一端部７１
１ｂＵ，７１１ｂＶ，７１１ｂＷが、それぞれ、一端部７１２ｂＵ，７１２ｂＶ，７１２
ｂＷに隣接する。この状態で、溶接用の工具１１２を、第２開口部１０２を通してＥＣＵ
室３７内に挿入し、溶接作業を行う。これにより、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗが
形成される。
【００７４】
　同様に、第３開口部１０３の近傍において、一端部７２３ｂＵ，７２３ｂＶ，７２３ｂ
Ｗは、それぞれ、一端部７２４ｂＵ，７２４ｂＶ，７２４ｂＷに隣接している。この状態
で、溶接用の工具１１２を、第３開口部１０３を通してＥＣＵ室３７内に挿入し、溶接作
業を行う。これにより、第２結合部７４が形成される。
　以上説明したように、本実施形態によれば、第１パワー回路７５からの電流は第１コイ
ル５４に流し、第２パワー回路８０からの電流は第２コイル５５に流すことにより、電動
モータ１８を駆動する。これにより、各コイル５４，５５に流す電流を少なくできるので
、各コイル５４，５５での電力損失を少なくできる。その結果、電動モータ１８全体とし
ての電力損失を少なくできる。しかも、第１および第２コイル５４，５５の双方に同時に
電力を供給することも可能であるので、各コイル５４，５５に流す電流が小さくても（電
力損失が小さくても）、電動モータ１８の最大出力は十分に大きくできる。
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【００７５】
　また、各コイル５４，５５に流す電流を小さくできるので、各パワー回路７５，８０を
小さくでき、且つ、各コイル５４，５５を細くできる。その結果、電動モータユニット３
３の小型化を実現できる。しかも、電動モータ１８と同軸的に配置された第１ハウジング
２３に各パワー基板３１，３２を収容している結果、電動モータ１８の周辺の空間を有効
活用できるので、電動モータユニット３３の更なる小型化を実現できる。
【００７６】
　また、軸方向Ｘ１から見たときに、各パワー基板３１，３２を離隔して配置しているこ
とにより、各パワー基板３１，３２からの熱を、効率よく第１ハウジング２３に伝達でき
る。これにより、電動モータユニット３３の放熱性能をより高くできる。
　より具体的には、軸方向Ｘ１から見たときに、基準直線Ｌ２を挟んで第１パワー基板３
１および第２パワー基板３２が並んでいるようにすることで、第１パワー基板３１と第２
パワー基板３２とを離隔配置することができる。
【００７７】
　また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１パワー基板３１の外郭部３１ａと、第２パワー基
板３２の外郭部３２ａとは、中心軸線Ｌ１を中心に点対称に配置されている。また、軸方
向Ｘ１から見たとき、第１パワー基板３１の外郭部３１ａと、第２パワー基板３２の外郭
部３２ａとは、基準直線Ｌ２を中心に線対称に配置されている。
　これにより、２つのパワー基板３１，３２を、電動モータ１８の中心軸線Ｌ１を取り囲
むように配置できる。したがって、２つのパワー基板３１，３２が径方向Ｒ１に突出する
量を少なくでき、電動モータユニット３３の更なる小型化を実現できる。また、２つのパ
ワー基板３１，３２を、１枚の板状の基板材料から打ち抜いて形成する場合に、一定の大
きさの材料１１０から打ち抜くことのできるパワー基板３１，３２の数を、より多くでき
る。これにより、第１パワー基板３１および第２パワー基板３２を１枚の材料から効率よ
く形成できる。
【００７８】
　さらに、別体に形成された第１および第２導電部材７１１Ｕ，７１２Ｕで第１バスバー
７１Ｕを形成していることにより、各導電部材７１１Ｕ，７１２Ｕの形状の自由度を高く
できる。その結果、第１バスバー７１Ｕを、他の部品との接触を避けつつ、第１ハウジン
グ２３内にコンパクトに配置できる。これにより、電動モータユニット３３の更なる小型
化を実現できる。第１バスバー７１Ｖ，７１Ｗも同様である。
【００７９】
　また、別体に形成された第３および第４導電部材７２３Ｕ，７２４Ｕで各第２バスバー
７２を形成していることにより、各導電部材７２３Ｕ，７２４Ｕの形状の自由度を高くで
きる。その結果、第２バスバー７２Ｕを、他の部品との接触を避けつつ、第１ハウジング
２３内にコンパクトに配置できる。これにより、電動モータユニット３３の更なる小型化
を実現できる。第２バスバー７２Ｖ，７２Ｗも同様である。
【００８０】
　さらに、軸方向Ｘ１から見たとき、第２方向Ｄ２に沿って第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，
７３Ｗと、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗとが相対向している。これにより、第１パ
ワー基板３１と、第２パワー基板３２と、第１結合部７３Ｕ，Ｖ，Ｗと、第２結合部７４
Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗと、を効率よく配置できる。これにより、第１ハウジング２３内にお
けるデッドスペースを少なくできるので、電動モータユニット３３の更なる小型化を実現
できる。
【００８１】
　また、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗおよび第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗは
、それぞれ、第２開口部１０２および第３開口部１０３に露呈するように配置されている
。これにより、第１ハウジング２３の外部と第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗとの間、
および第１ハウジング２３の外部と第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗとの間は、それぞ
れ、第１ハウジング２３内の部品によって遮られていない。
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　これにより、第１バスバー７１Ｕの一端部７１１ｂＵ，７１２ｂＵ同士を溶接する工具
１１２を、第２開口部１０２を通して第１ハウジング２３内に容易に挿入できる。第１バ
スバー７１Ｖ，７１Ｗおよび第２バスバー７２Ｕ，７２Ｖ，７２Ｗについても同様である
。これにより、電動モータユニット３３の組み立ての手間を少なくできる。
　本実施形態では、サブアセンブリ９８を第１ハウジング２３内に組み付けた状態で、第
１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗの溶接作業と、第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗの溶
接作業と、を行うことができる。したがって、サブアセンブリ９８の各パワー回路７５，
８０と、制御回路９９との間の導通試験を経た後に上記の溶接作業を行うことができる。
【００８３】
　これにより、不具合のあるパワー回路７５，８０や、制御回路９９を含むサブアセンブ
リ９８にコイル５４，５５を接続してしまう無駄な作業を抑制できる。その結果、不良品
の発生を低減できる。
　また、制御基板３５は、第２方向Ｄ２に関して、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗと
第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗとの間に配置されている。これにより、制御基板３５
の外側に、第１結合部７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗおよび第２結合部７４Ｕ，７４Ｖ，７４Ｗ
が配置されている。したがって、これらの結合部の形成ための溶接作業を行い易い。
【００８４】
　また、径方向Ｒ１の外側に向けて開口する第２および第３開口部１０２，１０３から工
具１１２を第１ハウジング２３内に挿入することにより、各結合部７３Ｕ～７３Ｗ，７４
Ｕ～７４Ｗにおける溶接作業を容易に行うことができる。
　本発明は、以上の実施形態の内容に限定されるものではなく、請求項記載の範囲内にお
いて種々の変更が可能である。
【００８５】
　例えば、各パワー基板３１，３２の外郭部３１ａ，３２ａは、軸方向Ｘ１から見たとき
に、点対称に配置されていなくてもよい。また、各パワー基板３１，３２の外郭部３１ａ
，３２ａは、軸方向Ｘ１から見たときに、線対称に配置されていなくてもよい。
　また、軸方向Ｘ１から見たとき、第１および第２パワー回路７５，８０は、点対称でな
くてもよく、例えば、図８に示すように基準直線Ｌ２を中心とする線対称な配置でもよい
。
【００８６】
　さらに、周壁４２の第２開口部１０２および第３開口部１０３は、なくてもよい。
　また、第１導電部材７１１Ｕと、第２導電部材７１２Ｕとは、溶接に限らず、半田付け
等の他の固定手段によって固定されてもよい。他の溶接箇所についても同様である。
【符号の説明】
【００８７】
　１８…電動モータ、２３…第１ハウジング（ハウジング）、３１…第１パワー基板、３
１ａ…第１パワー基板の外郭部、３２…第２パワー基板、３２ａ…第２パワー基板の外郭
部、３３…電動モータユニット、３５…制御基板、４２…周壁、５４…第１コイル、５５
…第２コイル、７１Ｕ，７１Ｖ，７１Ｗ…第１バスバー、７１１Ｕ，７１１Ｖ，７１１Ｗ
…第１導電部材、７１２Ｕ，７１２Ｖ，７１２Ｗ…第２導電部材、７２Ｕ，７２Ｖ，７２
Ｗ…第２バスバー、７２３Ｕ，７２３Ｖ，７２３Ｗ…第３導電部材、７２４Ｕ，７２４Ｖ
，７２４Ｗ…第４導電部材、７３Ｕ，７３Ｖ，７３Ｗ…第１結合部、７４Ｕ，７４Ｖ，７
４Ｗ…第２結合部、７５…第１パワー回路、８０…第２パワー回路、９９…制御回路、１
０１，１０２，１０３…開口部、Ｄ１…第１方向、Ｄ２…第２方向、Ｌ１…電動モータの
中心軸線、Ｌ２…基準直線、Ｘ１…中心軸線の軸方向。



(17) JP 2012-161112 A 2012.8.23

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 2012-161112 A 2012.8.23

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 2012-161112 A 2012.8.23

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5H605 AA01  AA15  BB05  BB10  CC06  DD01  EB10  EC01  EC07  EC08 
　　　　 　　        GG02 
　　　　 　　  5H611 BB01  BB06  PP01  QQ08  TT01  UA04 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

